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＜病棟連絡事項＞
・薬局より～下記１品目が供給困難となりましたので自動変更致します。
２０２２．０２．０４　１７：３０～
★　選択的セロトニン再取り込み阻害剤
セルトラリンＯＤ錠５０ｍｇ「アメル」　 ⇒　ジェイゾロフト錠５０ｍｇ

・センシケア 検査用ニトリル手袋(250枚) Ｓサイズの商品がニトリルグローブ（100枚) Ｓサイズへ変更になります。

＜入室状況＞
【転出】
・竹高　長三郎様～東C4号室　→　南C202号室

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・黒澤　まゆみ様～副鼻腔炎症状の訴えあり。クラリスロマイシン（200）２Ｔ　１×朝・夕　７日分処方。
・和田　昌様～排便-8日目、GE浣腸処方となり施行。

・関川　良雄様～排便-7日目、GE浣腸処方となり施行。

・石田　正勝様～本人様へ2/10ＤＡＲＣのテレビ電話面会後、同意を得られれば退院となる予定であると伝え、了承を得ている。主治医へ生協さくら病院宛の診療情報提供書作成と、退院時処方２週間分依頼している。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放中入浴は問題行動ない。ユニット内では迷惑行為を自制できない為、早めに開放観察を終えている。隔離中は時折高い声を挙げるが静穏で経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・関川　良雄様～8：30～15：30身体拘束一時解除して車椅子上で過ごすが、ミトンやコンビ服を使用する事で異食行為や転倒転落なく過ごせている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～各食全量摂取。食事中は右手のみ身体拘束一時解除して見守るが、危険行動なく行動出来ている。適切に服薬も出来ている。操作性の言動や情動不穏なく静穏で経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・林崎　なみ様～昼食後より断続的に酸素飽和度が80台前半まで低下する事あり。その他バイタルサイン測定値異常なし。昼食後一時的に血尿の流出確認。食事は介助にて各食全量摂取。

・笹本　岩男様～バイタルサイン測定値の異常無し。四肢冷感、顔色不良あるがチアノーゼ意識レベルの低下無し。15：00オムツ交換時パッド内に黒色便付着あり。スタッフの声掛けに対し発語ないが追視は見られている。時折体動あるが危険行為無し。

・河原木　しすゑ様～他室侵入して放尿行為がある。不機嫌さや介護抵抗なく気分は安定している。

・田村　智枝子様～自室にて他者交流し過ごされている。午後入浴後より指示の点滴開始し、16：00終了し抜去している。身体不調の訴え無し。

・山本　真智子様～自室にて過ごされている事が多い。断続的に空笑・独語あるが不穏・興奮や問題行動なく穏やか。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～被害妄想的な発言にて特定患者を気にして、レストランで落ち着いて食事ができない様子。表情も硬く落ち着けない様子。精神不調時には頓服薬にて対応している。

